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令
和
元
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

ひ
と
つ
ず
つ　

い
い
ね
！
で
確
認　

火
の
用
心

第
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五
二
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回 
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国
女
性
消
防
団
員
活
性
化
青
森
大
会

全
国
女
性
消
防
団
員
活
性
化
青
森
大
会

＝ 
来
年
は
徳
島
県
で
開
催

来
年
は
徳
島
県
で
開
催 

＝

　
「
女
性
消
防
団
員 

新
時
代
へ 

わ
ど
な

の
出
会
い
」の
大
会
テ
ー
マ
の
も
と
、第
二

五
回
全
国
女
性
消
防
団
員
活
性
化
青
森
大

会
が
、
九
月
一
九
日（
木
）、
青
森
市「
マ
エ

ダ
ア
リ
ー
ナ
（
新
青
森
県
総
合
運
動
公
園

青
い
森
ア
リ
ー
ナ
）」を
会
場
に
、
全
国
か

ら
約
二
，
六
〇
〇
名
が
参
加
し
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

本
県
か
ら
は
、
一
一
〇
名
（
女
性
団
員

五
一
名
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
開
会
式
に
続
き
、
四
消
防
団

に
よ
る
活
動
事
例
発
表
と
、
三
消
防
団
に

よ
る
防
火
防
災
啓
発
劇
の
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、「
自
ら
変
わ
ろ
う
と
す
る
強
い

思
い
が
、
人
生
を
変
え
る
！
勝
ち
続
け
る

組
織
を
作
る
！
」と
題
し
て
、青
森
山
田
高

校
サ
ッ
カ
ー
部
監
督
の
黒
田
剛
氏
に
よ
る

記
念
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

閉
会
式
で
は
、
大
会
宣
言
後
、
次
期
開

催
地
の
徳
島
県
に
、
大
会
旗
が
引
き
継
が

れ
ま
し
た
。

鹿
角
市　

阿
部
美
紀
子

　

初
め
て
参
加
し
ま
し
た
が
、
全
国
か
ら

集
ま
っ
た
皆
さ
ん
に
活
気
が
あ
り
、
事
例

発
表
や
啓
発
劇
を
見
て
、
色
々
な
発
見
や

刺
激
を
受
け
ま
し
た
。

　

実
際
に
被
災
を
体
験
さ
れ
た
方
、
被
災

地
で
活
動
さ
れ
た
話
は
、
経
験
し
て
い
な

い
私
た
ち
の
活
動
に
大
変
役
立
つ
も
の
で

し
た
。

　

避
難
所
で
の
女
性
消
防
団
の
活
動
は
、

限
ら
れ
た
も
の
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
い
く
ら
か
で
も
即
戦
力
に
な
れ
る
よ

う
に
、
研
修
の
あ
り
方
を
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

大
館
市　

近
藤
由
起
子

　

活
性
化
大
会
に
初
め
て
参
加
し
て
、
こ

の
大
会
が
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

女
性
消
防
団
員
が
全
国
で
活
躍
し
、
期
待

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　

自
然
災
害
が
い
つ
起
き
る
か
分
か
ら
な

い
近
年
、
命
を
守
る
行
動
を
と
る
。
そ
し

て
助
け
合
う
。

　

女
性
消
防
団
員
と
し
て
、
地
域
を
守
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

北
秋
田
市　

長
崎
し
の
ぶ

　

消
防
団
に
入
団
し
て
、
初
め
て
の
全
国

大
会
参
加
で
し
た
。

　

他
県
の
活
動
発
表
を
聞
い
て
、
こ
れ
か

ら
も
女
性
消
防
団
に
し
か
で
き
な
い
こ
と

も
あ
る
の
で
、
団
員
と
協
力
し
て
地
域
住

民
の
安
心
と
安
全
を
守
る
た
め
、
活
動
し

て
い
き
ま
す
。

八
峰
町　

奈
良　

聡
子

　

初
め
て
全
国
大
会
に
参
加
し
た
が
、
女

性
消
防
団
員
の
防
災
意
識
の
高
さ
と
啓
発

活
動
へ
の
多
彩
な
取
組
に
大
い
に
刺
激
を

受
け
た
。

　

特
に
恵
那
市
消
防
団
の
「
子
連
れ
防
災

教
室
」
と
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
の
考
え

方
や
、
阿
見
町
消
防
団
の
非
常
時
持
ち
出

し
品
や
ゴ
ミ
袋
で
作
る
合
羽
等
、
非
常
に

具
体
的
で
参
考
に
な
っ
た
。

　

福
山
市
消
防
団
の
寸
劇
は
、
演
技
力
と

様
々
な
工
夫
が
素
晴
ら
し
か
っ
た
。

潟
上
市　

根　
　

麻
衣

　

各
消
防
団
の
工
夫
あ
ふ
れ
る
取
組
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
中
で
も
、
身
の

回
り
の
日
用
品
を
利
用
し
た
応
急
手
当

は
、
生
活
に
よ
り
身
近
な
女
性
な
ら
で
は

の
工
夫
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

市
民
の
防
災
意
識
が
高
ま
っ
て
い
る

今
、
私
た
ち
女
性
に
求
め
ら
れ
る
役
割
も

大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
事
例
を
参
考
に
活
動
の
充
実
に

参
加
団
員
の
感
想

第
二
五
回 

全
国
女
性
消
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団
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性
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青
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は
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島
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で
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催 

＝
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努
め
た
い
と
い
う
思
い
を
強
く
し
ま
し
た
。

秋
田
市　

渡
辺　

有
美

　

他
県
の
女
性
消
防
団
員
の
活
動
や
そ
の

成
果
の
発
表
を
聴
き
、
ど
れ
も
素
晴
ら
し

い
内
容
で
、
大
変
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。

　

寸
劇
も
面
白
く
わ
か
り
や
す
い
内
容

で
、
よ
く
考
え
た
と
感
心
し
ま
し
た
。

　

子
供
や
高
齢
者
に
と
っ
て
は
、
話
を
聞

く
だ
け
で
は
な
く
、
目
で
見
る
こ
と
で
よ

り
理
解
し
や
す
い
と
思
う
の
で
、
今
後
の

活
動
に
取
り
入
れ
て
み
た
い
で
す
。

由
利
本
荘
市　

佐
藤
め
ぐ
み

　

今
回
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。
現
在
、

当
市
消
防
団
女
性
部
は
、
幼
稚
園
児
を
対

象
と
し
た
活
動
が
中
心
で
、
大
人
に
ど
の

よ
う
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
べ
き
か
考
え
て
い

る
と
こ
ろ
で
し
た
の
で
、
本
大
会
の
活
動

事
例
は
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

被
災
地
で
の
現
場
活
動
の
体
験
談
も
心

に
留
め
て
お
き
、
今
後
の
活
動
に
活
か
し

て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

に
か
ほ
市　

新
田
ま
ゆ
み

　

特
に
私
が
目
を
引
か
れ
た
の
が
、
展
示

ブ
ー
ス
で
す
。

　

市
民
メ
デ
ィ
カ
ル
ラ
リ
ー
の
内
容
が
展

示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
ト
リ
ア
ー
ジ
、
フ

ァ
ー
ス
ト
エ
イ
ド
、
避
難
所
ア
セ
ス
メ
ン

ト
、
心
肺
蘇
生
、
心
の
ケ
ア
を
協
力
し
て

行
う
内
容
で
、
今
後
の
活
動
に
取
り
入
れ

て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
し
た
。

大
仙
市　

小
笠
原
寿
美
子

　

一
番
心
に
残
っ
た
の
は
、
豊
橋
市
消
防

団
の
身
近
な
モ
ノ
を
活
用
し
た
応
急
手
当

方
法
と
百
円
均
一
の
商
品
で
防
災
グ
ッ
ズ

を
揃
え
て
い
た
こ
と
で
し
た
。

　

私
達
も
秋
祭
り
の
時
に
で
も
、
市
民
の

皆
様
に
お
伝
え
し
て
、
日
々
の
生
活
に
役

立
て
喜
ん
で
も
ら
い
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

仙
北
市　

熊
谷　

千
秋

　

入
団
し
て
三
年
目
で
、
初
め
て
参
加
し

ま
し
た
。
入
団
前
も
、
し
て
か
ら
も
、
正

直
女
性
に
何
が
出
来
る
の
だ
ろ
う
？
と
思

っ
て
い
ま
し
た
。

　

会
場
に
行
く
と
、
年
令
層
の
高
い
こ
と

に
驚
き
ま
し
た
。

　

各
地
の
活
動
事
例
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

聞
き
、
女
性
団
員
は
、
災
害
発
生
前
の
誘

導
や
啓
発
活
動
、
発
生
後
は
手
当
や
ア
ド

バ
イ
ス
等
で
地
域
の
方
々
の
た
め
に
役
立

つ
こ
と
が
出
来
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、知
識
を
身
に
付
け
、何
を
す
る

か
を
少
し
ず
つ
考
え
よ
う
と
思
い
ま
す
。

鹿角市・小坂町

大　館　市潟　上　市 八　峰　町

に か ほ 市

仙　北　市

大　仙　市
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総
務
省
で
行
わ
れ
、伝
達
後
そ
れ
ぞ
れ
、皇

居
に
お
い
て
拝
謁
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

受
章
者
の
皆
様
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。　
　

（
記
載
は
五
十
音
順
）

□
瑞
宝
双
光
章
（
一
名
）

　

元
小
坂
町
消
防
団

　
　
　

団　
　
　

長　

成　

田　

俊　

昭

□
瑞
宝
単
光
章
（
二
三
名
）

　

元
藤
里
町
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

荒　

川　

忠　

良

　

元
大
仙
市
消
防
団

　
　
　

副　

団　

長　

小
田
嶋　

俊　

一

　

元
男
鹿
市
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

小
山
田　

清　

悦

　

元
琴
丘
町
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

加　

藤　

長　

孝

　

元
大
仙
市
消
防
団

　
　
　

副　

団　

長　

児　

玉　

誠　

良

　

元
横
手
市
平
鹿
消
防
団

　
　
　

団　
　
　

長　

齋　

藤　

喜
代
美

　

元
大
内
町
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

斉　

藤　

幸　

雄

　

元
大
森
町
消
防
団                 　
　

　
　
　

副
分
団
長　

佐
々
木　

幸
之
助

　

元
東
成
瀬
村
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

佐
々
木　

東
太
郎

　

元
大
館
市
大
館
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

佐
々
木　
　
　

寛

　

元
皆
瀬
村
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

佐　

藤　

常
太
郎

　

元
大
仙
市
消
防
団

　
　
　

副　

団　

長　

佐　

藤　

文　

一

　

元
横
手
市
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

佐　

藤　
　
　

稔

　

元
湯
沢
市
消
防
団

　
　
　

副　

団　

長　

佐　

藤　

隆　

吉

　

元
岩
城
町
消
防
団

　
　
　

副
分
団
長　

髙　

橋　

正　

利

　

元
羽
後
町
消
防
団

　
　
　

団　
　
　

長　

瀧　

澤　

將　

史

　

元
北
秋
田
市
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

津　

谷　

靜　

正

　

元
秋
田
市
消
防
団

　
　
　

副　

団　

長　

鳥　

海　

一　

房

　

元
八
郎
潟
町
消
防
団

　
　
　

副　

団　

長　

畠　

山　

敏　

夫

　

元
仙
北
市
消
防
団

　
　
　

副　

団　

長　

林　

崎　
　
　

久

　

元
潟
上
市
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

藤　

原　

孝　

志

　

元
鳥
海
町
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

村　

上　
　
　

武

　

元
男
鹿
市
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

渡　

部　

喜
代
文

□
瑞
宝
双
光
章
（
六
名
）

　
元
能
代
山
本
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部

　
　
　

消
防
司
令
長　

菊　

地　

重　

男

　

元
由
利
本
荘
市
消
防
本
部

　
　
　

消
防
司
令
長　

工　

藤　

康　

治

　

元
横
手
市
消
防
本
部

　
　
　

消
防
司
令
長　

佐　

藤　

憲　

悦

　
元
湯
沢
雄
勝
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部

　
　
　

消
防
司
令
長　

藤　

原　

運　

悦

　

元
秋
田
市
消
防
本
部

　
　
　

消　

防　

監　

保　

坂　

昭　

弘

　

元
秋
田
市
消
防
本
部

　
　
　

消　

防　

監　

保　

坂　

喜
久
雄

□
瑞
宝
単
光
章
（
二
名
）

　
元
大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部

　
　
　

消
防
司
令
長　

嶋　

津　

昌　

彦

　
元
大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部

　
　
　

消
防
司
令
長　

山　

崎　

久　

男

令
和
元
年  

秋

の

叙

勲

第
三
三
回 

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

令
和
元
年

令
和
元
年 

秋　
　

の　
　

叙　
　

秋　
　

の　
　

叙　
　

勲

第
三
三
回

第
三
三
回 

危
険
業
務
従
事
者
叙

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

令
和
元
年

令
和
元
年 

秋　
　

の　
　

叙　
　

秋　
　

の　
　

叙　
　

勲

第
三
三
回

第
三
三
回 

危
険
業
務
従
事
者
叙

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

　

令
和
元
年
秋
の
叙
勲
及
び
第
三
三
回
危

険
業
務
従
事
者
叙
勲
の
受
章
者
が
一
一
月

三
日
に
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
県
の
消
防
関
係
で
は
、
秋
の
叙
勲
で

二
四
名
、
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
で
八
名

が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
一
一
月
六
日
に
秋

田
県
正
庁
に
お
い
て
、
知
事
伝
達
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、消
防
庁
伝
達
式
は
、秋
の
叙
勲
が

一
二
月
一
二
日
ニ
ッ
シ
ョ
ー
ホ
ー
ル
、
危

険
業
務
従
事
者
叙
勲
が
一
二
月
一
〇
日
、

令
和
元
年 

秋　
　

の　
　

叙　
　

勲

第
三
三
回 

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

知事伝達式
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能代市山本郡 大 館 北 秋 田

開 催 日

開 催 地

訓練想定

主　　な

訓練内容

参加人員

令和元年８月25日（日）

大館市釈迦内地区

約400人（35機関・団体）

・数日来の大雨による中規模河川の洪水及び土
砂災害の発生が予想される状況下、釈迦内地
区釈迦池付近を震源とする震度６の直下型地
震が発生。

・市は河川の増水による洪水や土砂災害の危険
箇所を確認し、家屋等の倒壊や火災など多種
の災害が発生している状況で、防災関係機関
が町内会や自主防災組織と協働して避難、安
否確認及び負傷者の救出、救護活動などを開
始。

・情報収集訓練
・多数傷病者対応訓練、市民避難訓練
・土砂洪水対処訓練、火災防ぎょ訓練
・避難所応急救護所開設運営訓練

男鹿潟上南秋秋　　田　　市

開 催 日

開 催 地

訓練想定

主　　な

訓練内容

参加人員

令和元年８月30日（金）

秋田市新屋地区

約2,100人（29機関・団体））

・午前９時20分、秋田沖を震源とする地震発生。
秋田市は震度５強。

・各地でライフライン寸断、住家で家財転倒、ガ
ス漏洩、建物損壊。

・午前９時40分、秋田沖を震源とする地震発生。
秋田市で震度６強。

・午前９時45分、秋田県沿岸に大津波警報発表。
・西部工業団地で、従業員や保育施設利用者が避
難開始。

・雄物川右岸河川敷で、地震発生に伴い乗用車が
ハンドル操作を誤り、事故が発生。負傷者多数
の模様。

・シェイクアウト訓練、災害対策本部設置運営訓練
・ドローン活用情報収集訓練、人命検索救助救出訓練
・消防団による街区火災防ぎょ訓練
・緊急救援物資搬送訓練、災害時要配慮者対応訓練
・情報伝達訓練、津波避難訓練

各地域における総合防災訓練の実施状況各地域における総合防災訓練の実施状況

開 催 日

開 催 地

訓練想定

主　　な

訓練内容

参加人員

令和元年５月２４日（金）

能代市小繋地区

約500人（９機関・団体）

・小繋地区に土砂災害警戒情報が発表され、避
難勧告を発令し、防災行政無線で避難広報を
実施する。
・青森県から新潟県にかけての日本海を震源と
するマグニチュード８.７の巨大地震が発生。
能代地域の震度は６強、地震により家屋倒
壊、交通事故、火災発生。
・地震２分後に大津波警報発表、津波発生。
・小繋地区では土砂災害が発生し、米代川の水
防警報が発表された。

・住民避難訓練、避難誘導訓練
・災害対策本部運用訓練
・土砂災害救助訓練
・水防訓練
・水難救助訓練

開 催 日

開 催 地

訓練想定

主　　な

訓練内容

参加人員

令和元年９月１日（日）

男鹿市・大潟村

約2,000人（176機関・団体）

・令和元年９月１日（日）午前８時45分頃、

男鹿市に「土砂災害警戒情報」発表。

・午前９時15分秋田県沖震源マグニチュー

ド８.７、震度６強の地震が発生。秋田

県沿岸に「大津波警報」

・情報収集訓練、シェイクアウト訓練、避難訓練
・災害対策本部設置運営訓練
・自主防災組織発災対応訓練
・救援部隊集結活動訓練
・火災防ぎょ訓練
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由利本荘にかほ

開 催 日

開 催 地

訓練想定

主　　な

訓練内容

参加人員

令和元年10月５日（土）

由利本荘市由利地域　前郷地区

約600人（13機関・団体）

・北由利断層を震源とするマグニチュ

ード７.３の地震が発生。

・由利地域では最大震度６弱を観測。

・地震による家屋倒壊及び建物火災が

発生している模様。

・広報訓練、避難訓練、炊き出し給水訓練、初期消火体
験、煙体験

・倒壊建物からの救出訓練、シェイクアウト訓練、避難
所運営訓練

・建物火災防ぎょ訓練、協定団体による給水訓練。

大仙仙北美郷

横　　手　　市湯沢市雄勝郡

開 催 日

開 催 地

訓練想定

主　　な

訓練内容

参加人員

令和元年10月25日（金）

市内全域（主会場：皆瀬地域）

約1,000人（22機関・団体）

・10月25日午前９時00分、横手盆地東縁

断層帯南部を震源とする震度６強の地震

が発生。震源の深さは13㎞、マグニチ

ュード７.８と推定。被害状況は不明、

今後も震度５～６程度の余震が断続的に

発生する可能性が高いと予想される。

・自主防災組織活動訓練（避難･安否確認訓練、初期消
火訓練等）
・倒壊家屋被災者救出・搬送訓練
・要配慮者施設避難、要配慮者受入訓練
・建物、林野火災防ぎょ訓練
・つり橋転落者救出、搬送訓練

開 催 日

開 催 地

訓練想定

主　　な

訓練内容

参加人員

令和元年８月25日（日）

横手市増田地域

約240人（38機関・団体）

・大雨、集中豪雨（水災害等）
・前日から降り続いた大雨により、市災害
対策本部及び現地災害対策本部を設置
し、河川の増水及び各地で災害が発生し
たとの想定で、警戒レベルに基づく避難
誘導及び住民の避難のほか、各種訓練を
実施。

・災害対策本部設置運営訓練
・情報収集・伝達・通信訓練
・避難誘導訓練（避難行動要支援者含む）
・給食給水訓練、避難所運営訓練
・水害等対応訓練 

開 催 日

開 催 地

訓練想定

主　　な

訓練内容

参加人員

令和元年８月23日（金）

大仙市西仙北地域

約600人（26機関・団体）

・８月23日午前８時30分頃、急速に発達した低
気圧の影響による大雨と強風が続く中、秋田
県北部を震源とするマグニチュード７.８の地
震が発生。西仙北地域では震度６弱を観測。
・雄物川及び支流が大雨による増水で氾濫。浸
水危険のある地区住民が中学校に避難。
・土砂災害による車両埋没・家屋の倒壊。浸水
した家屋に人が取り残された等の災害が発
生。

・災害対策本部設置訓練、避難所開設訓練、土のう作成
訓練、炊き出し訓練

・土砂災害救出訓練、倒壊家屋救出訓練、災害廃棄物処
理訓練、孤立者救助訓練、灯油流出対応訓練

　令和元年度秋田県総合防災訓練は９月1日（日）、秋田県、男鹿市、大潟村、県警、消防、自衛隊など
176機関から約2,000人が参加して行われました。（秋田県総合防災課）　

★紙面の都合により、鹿角支部の実施状況は６頁に記載しています。
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第
九
期

女
性
消
防
団
員
教
育

秋
田
県
消
防
学
校

　

第
九
期
女
性
消
防
団
員
教
育
は
、
一
〇

月
一
九
日（
土
）、
二
〇
日（
日
）の
二
日

間
、
秋
田
県
消
防
学
校
（
由
利
本
荘
市
岩

城
）
に
お
い
て
県
内
六
消
防
団
か
ら
八
名

が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

入
校
式
で
、
秋
田
県
消
防
協
会
児
玉
誠

喜
副
会
長
は
「
こ
の
研
修
で
、
消
防
活
動

の
基
礎
的
な
知
識
や
技
術
を
学
ぶ
と
と
も

に
、
ベ
テ
ラ
ン
の
参
加
者
の
経
験
談
を
聞

い
て
、
皆
さ
ん
の
地
域
で
活
躍
の
場
を
広

げ
る
ヒ
ン
ト
を
つ
か
ん
で
く
だ
さ
い
。」

と
激
励
し
ま
し
た

■
研
修
内
容

　

講
話
（
県
消
防
協
会
副
会
長
）

　

消
防
活
動
訓
練
（
訓
練
礼
式
、
消
火
訓

　
　

練
、
放
水
要
領
、
ホ
ー
ス
延
長
、
結

　
　

索
要
領
、
煙
体
験
、
地
震
体
験
）

　

救
急
訓
練
（
応
急
手
当
講
習
）

　

各
団
の
活
動
紹
介
、
意
見
交
換

■
受
講
生
名
簿

　

大
館
市　
　

団
員　

佐
々
木　

由
紀
子

　

男
鹿
市　
　

団
員　

佐　

藤　
　
　

樹

　

男
鹿
市　
　

団
員　

小　

玉　

綾　

美

　

五
城
目
町　

団
員　

伊　

藤　

登
紀
子

　

五
城
目
町　

団
員　

伊　

藤　
　
　

茜

　

井
川
町　
　

団
員　

鈴　

木　

美
樹
子

　
由
利
本
荘
市　

団
員　

豊　

島　

里　

美

　

仙
北
市　
　

班
長　

西　

宮　

三　

春

鹿　　　　　角

開 催 日

開 催 地

訓練想定

主　　な

訓練内容

参加人員

令和元年11月３日（日）

小坂町

約50人（14機関・団体）

・防災関係機関と町民が災害発生時の対応

について実践的に訓練し、地域防災力の

向上と防災意識の普及啓発を図ることを

目的とする。

・避難誘導訓練
・情報伝達訓練
・煙体験
・消火訓練（天ぷら油火災実験、消火訓練・消火器
取扱訓練）
・土のう作製訓練
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台
風
一
九
号
に
よ
る
宮
城
県
な
ど
で
の

被
害
発
生
を
受
け
、
消
防
庁
長
官
の
指
示

を
受
け
た
一
都
九
県
五
市
の
緊
急
消
防
援

助
隊
が
被
災
地
に
出
動
し
ま
し
た
。

　

秋
田
県
緊
急
消
防
援
助
隊
は
、
浸
水
被

害
等
が
甚
大
な
宮
城
県
丸
森
町
へ
一
〇
月

一
三
日
に
出
動
し
ま
し
た
。第
一
次
隊
、第

二
次
隊
に
分
か
れ
て
、
県
内
一
三
消
防
本

部
か
ら
計
二
二
八
人
が
現
地
入
り
し
、
行

方
不
明
者
の
捜
索
や
道
路
が
冠
水
し
身
動

き
が
と
れ
な
い
住
民
を
救
助
・
誘
導
し
、

避
難
所
や
病
院
へ
の
搬
送
な
ど
を
行
い
、

一
〇
月
一
八
日
に
帰
隊
し
ま
し
た
。

■
緊
急
消
防
援
助
隊
に
つ
い
て

【
概　

要
】

　

緊
急
消
防
援
助
隊
は
、
阪
神
・
淡
路
大

震
災
（
平
成
七
年
）
の
教
訓
を
踏
ま
え
創

設
さ
れ
た
。

　

大
規
模
災
害
等
に
お
い
て
、
被
災
し
た

都
道
府
県
内
の
消
防
力
で
は
対
応
が
困
難

な
場
合
に
、
人
命
救
助
活
動
等
を
効
果
的

か
つ
迅
速
に
実
施
で
き
る
よ
う
、
全
国
の

消
防
機
関
相
互
に
よ
る
援
助
体
制
が
構
築

さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
大
規
模
・
特
殊
災
害
発
生
時

の
消
防
庁
長
官
の
指
示
権
が
創
設
さ
れ

た
。

【
仕
組
み
】

◇
総
務
大
臣
が
、
隊
編
成
や
施
設
整
備
等

　

に
係
る
基
本
的
な
事
項
に
関
す
る
基
本

　

計
画
を
策
定

◇
基
本
計
画
を
踏
ま
え
、
消
防
庁
長
官
が

　

都
道
府
県
知
事
又
は
市
町
村
長
か
ら
の

　

申
請
に
基
づ
き
部
隊
を
登
録

　

・
全　

国　

六
四
二
一
隊
（
本
年
四
月
現
在
）

　

・
秋
田
県　
　
　

八
九
隊
（　

同　
　

右　

）

◇
大
規
模
災
害
時
に
、
消
防
庁
長
官
の
出

　

動
の
求
め
又
は
指
示
に
よ
り
部
隊
出
動

◇
多
く
の
部
隊
が
効
果
的
な
活
動
を
行
う

　

た
め
、
都
道
府
県
に
消
防
応
援
活
動
調

　

整
本
部
を
設
置
（
市
町
村
に
は
指
揮
支

　

援
本
部
を
設
置
）

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

　
　
　

状
況
に
つ
い
て…

総
務
省
消
防
庁

　

総
務
省
消
防
庁
が
、
令
和
元
年
六
月
時

点
で
の
設
置
率
を
公
表
し
た
の
で
、
そ
の

概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

秋
田
県
の
設
置
率
は
、
八
一
・
八
％

で
、
前
回
（
平
成
三
〇
年
六
月
：
八
一
・

五
％
）
に
比
べ
、
〇
・
三
ポ
イ
ン
ト
上
昇

し
、
都
道
府
県
の
順
位
で
は
二
一
位
と
な

っ
て
い
ま
す
。(

前
回
：
二
〇
位)

　

ま
た
、
全
国
平
均
は
八
二
・
三
％
で
、

最
高
が
福
井
県
の
九
四
・
五
％
、
最
低
は

沖
縄
県
の
五
八
・
二
％
。
全
国
平
均
を
上

回
っ
て
い
る
の
は
一
八
都
府
県
、
二
九
道

県
が
下
回
っ
て
い
ま
す
。

◆ 秋田県の地域別設置率 ◆

地 域 名 設置率 地 域 名 設置率
秋 田 市 85％ 由利本荘市 80％
能代山本広域 93％ 湖 東 地 区 91％
横 手 市 73％ 大曲仙北広域 74％
大 館 市 89％ 北 秋 田 市 86％
男 鹿 地 区 65％ に か ほ 市 82％
湯沢雄勝広域 77％ 五 城 目 町 83％
鹿 角 広 域 84％

☆地域名は、消防本部等の略称で表記

（標本調査のため、各数値は一定の誤差を含んでいます。　　　　 ）

秋
田
県
緊
急
消
防
援
助
隊
が
出
動

秋
田
県
緊
急
消
防
援
助
隊
が
出
動

秋
田
県
緊
急
消
防
援
助
隊
が
出
動

秋
田
県
緊
急
消
防
援
助
隊
が
出
動

秋
田
県
緊
急
消
防
援
助
隊
が
出
動



































＝
秋
田
県
総
合
防
災
課
＝

秋田県緊急消防援助隊の出動までの時間経過
【１０月１３日】
　　２時１０分　宮城県知事から消防庁長官に対し、

緊急消防援助隊の応援要請
　　２時４０分　消防庁から秋田県に対し、出動可能

隊数の報告と出動準備を依頼
　　４時１５分　消防庁長官から秋田県に対し、援助

隊の宮城県への出動指示
　　５時００分　秋田県大隊が宮城県に向け出動
　１２時２０分　現地到着・活動開始

写真＝秋田県提供
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横
手
市
支
部
で
は
、
秋
の
火
災
予
防
運

動
に
向
け
た
各
種
研
修
会
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

一
〇
月
一
六
日（
水
）は
、
横
手
市
内
の

火
災
予
防
組
合
員
や
婦
人
防
火
団
体
等
指

導
者
を
対
象
と
し
た
「
横
手
市
火
災
予
防

組
合
研
修
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
（
一
財
）東
北
電
気
保
安
協
会
の
職
員
を

講
師
と
し
て
招
き
、
電
気
安
全
セ
ミ
ナ
ー

と
し
て
電
気
設
備
火
災
の
現
状
と
対
策
の

ほ
か
、普
段
の
家
庭
生
活
で
起
こ
り
得
る
、

Ｔ
Ｖ
裏
や
冷
蔵
庫
裏
の
ほ
こ
り
な
ど
で
起

き
る
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
現
象
を
実
演
し
、
電

気
火
災
の
防
止
策
や
分
電
盤
の
確
認
方
法

横
手
市
支
部
各
種
研
修
会

      　
　

を
実
施
し
て
い
ま
す

な
ど
、
家
庭
で
電
気
を
正
し
く
安
全
に
使

う
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
び
ま
し
た
。

　

研
修
に
は
支
部
役
員
も
出
席
し
、
常
日

頃
か
ら
、
も
し
も
の
時
の
た
め
の
対
策
を

講
じ
て
こ
そ
、
本
当
の
意
味
で
の
火
災
予

防
に
つ
な
が
る
こ
と
を
認
識
し
ま
し
た
。

　

火
災
予
防
運
動
期
間
中
は
、
横
手
市
各

地
域
に
お
け
る
駆
け
付
け
放
水
訓
練
と
防

火
パ
レ
ー
ド
の
実
施
、
一
一
月
九
日（
土
）

に
は
、
入
団
三
年
以
内
の
団
員
を
対
象
と

し
た
教
養
研
修
、
災
害
時
に
ポ
ン
プ
車
等

の
機
関
員
と
し
て
活
動
す
る
団
員
を
対
象

と
し
た
機
関
員
教
養
研
修
を
開
催
し
ま

す
。

　

消
防
団
員
の
資
質
向
上
、
各
種
災
害
に

お
け
る
的
確
な
対
応
と
消
防
団
の
活
性
化

推
進
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
、
今
後

も
研
修
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
（
情
報
提
供
＝
横
手
市
支
部
）

建　物
林　野
車　輛
その他
合　計
死者数
負傷者数

34
16
-11
26
65
0
22

3
0
2

-  3
2

-  1
2

166
14
39
72
291
18
46

131
14
33
66
244
14
35

15
0
2
7
24
2
1

165
30
22
92
309
14
57

18
0
4
4
26
1
3

令和元年 平成30年 同期比較
10月 累計 累計10月 年計 10月 累計

火災の発生状況 （速報値）
（秋田県総合防災課調べ）


